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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第39回

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の 

運
営
会
議
に
出
席

　

２
０
１
９
年
７
月
17
日
、
静
岡
県
掛
川
市
と
袋
井

市
が
企
業
団
を
つ
く
る
中
ち
ゅ
う
と
う
え
ん

東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

（
５
０
０
床
）
の
運
営
会
議
に
出
席
し
た
。
同
病
院

は
、
旧
掛
川
市
立
総
合
病
院（
４
５
０
床
）と
旧
袋
井

市
民
病
院
（
４
０
０
床
）
が
統
合
再
編
し
た
病
院
で
、

２
０
１
３
年
５
月
に
開
院
し
て
い
る
。
運
営
会
議

は
、
両
自
治
体
の
首
長
、
市
議
会
議
長
、
地
元
医
師

会
長
か
ら
構
成
さ
れ
、
有
識
者
と
し
て
筆
者
が
委
員

と
な
っ
て
い
る
。
会
議
で
は
宮
地
正
彦
企
業
長
・
院

長
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
か
ら
病
院
の
現
状
の
報
告

を
い
た
だ
い
た
。

医
師
不
足
を
原
因
と
し
て 

二
つ
の
市
立
病
院
が
統
合

　

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
要
因

の
一
つ
は
医
師
不
足
で
あ
る
。
二
つ
の
旧
病
院
は

２
０
０
４
年
に
導
入
さ
れ
た
、
新
し
い
医
師
の
研
修

制
度
を
契
機
に
医
師
が
大
幅
に
減
少
し
、
内
科
系
全

般
の
ほ
か
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
麻
酔
科
な
ど
診
療

体
制
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
。
特
に
救
急
体
制
の

維
持
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
。
二
つ
の
病
院
の

建
物
は
老
朽
化
し
、
将
来
起
き
る
と
想
定
さ
れ
て
い

る
東
海
地
震
の
際
に
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
高
か
っ
た
。
二
つ
の
市
は
そ
れ
ぞ
れ
に
病
院

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
し
建
て
替
え
に
つ
い

て
議
論
し
た
が
、
委
員
会
に
お
い
て
は
、
４
０
０
床

規
模
の
病
院
を
人
口
12
万
人
の
掛
川
、
８
万
人
の
袋

井
が
維
持
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
が
指
摘
さ
れ
た
ほ

か
、
二
つ
の
病
院
に
医
師
を
派
遣
す
る
大
学
か
ら

も
、
二
つ
の
市
が
別
々
に
中
規
模
病
院
を
建
築
し
て

も
医
師
の
派
遣
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
見
解

が
示
さ
れ
た
。

　

大
学
か
ら
の
意
見
も
重
く
受
け
止
め
た
上
で
、
両

市
の
検
討
委
員
会
は
二
つ
の
病
院
の
統
合
を
行
う
べ

き
だ
、
と
い
う
提
言
を
行
う
。
２
０
０
７
年
12
月
に

は「
掛
川
市
・
袋
井
市
新
病
院
建
設
協
議
会
」が
設
置

さ
れ
た
。
協
議
会
に
お
い
て
、
予
算
や
人
材
を
結
集

し
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

５
０
０
床
の
基
幹
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。

　

二
つ
の
病
院
の
統
合
に
対
し
て
、
当
初
は
住
民
・

議
会
・
職
員
か
ら
強
い
疑
問
の
声
と
反
対
が
起
き
る
。

し
か
し
、
全
て
の
議
論
を
市
民
、
マ
ス
コ
ミ
に
完
全
公

開
し
た
結
果
、
医
師
不
足
に
悩
む
二
つ
の
病
院
の
切

実
な
状
況
へ
の
市
民
理
解
が
進
み
、
両
市
は
１
年
か

け
て
統
合
を
決
断
。
２
０
０
９
年
１
月
に
統
合
に
向

け
た
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
２
０
１
３
年
４
月
に
は

「
掛
川
市
・
袋
井
市
病
院
企
業
団
」
が
設
立
さ
れ
、
同

年
５
月
に
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
院
し
た
。

開
院
６
年
で 

ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
て
き
て
い
る
か

　

心
配
さ
れ
た
医
師
雇
用
に
つ
い
て
は
、
開
院
の
時

点
で
93
人
の
医
師
が
勤
務
し
て
い
た
が
、
図
表
１
の

よ
う
に
２
０
１
９
年
７
月
の
時
点
で
１
３
４
人
に
増

加
し
て
い
る
。
特
に
、
宮
地
企
業
長
が
若
手
医
師
の

研
修
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
初
期
研
修

医
は
開
院
時
点
の
８
人
か
ら
29
人
に
増
え
て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
か
ら
採
用
の
定
数
が
12
人
か
ら
14
人

に
増
え
た
が
、
１
位
希
望
者
は
県
内
自
治
体
病
院
で

も
最
多
と
な
っ
て
お
り
フ
ル
マ
ッ
チ
を
達
成
し
た
。

大
学
か
ら
の
た
す
き
が
け
を
含
め
、
来
年
４
月
に
は

32
人
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

統
合
病
院
の
現
在
│
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
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地域医療再生への道

ン
や
能
力
が
高
い
初
期
研
修
医
が
集
ま
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

医
師
を
派
遣
し
て
い
る
大
学
も
医
師
不
足
で
あ

り
、
必
要
な
医
師
数
を
充
足
で
き
て
い
な
い
診
療
科

も
存
在
す
る
が
、
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
初
期
研
修

医
を
育
て
後
期
研
修
医
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
と
大
学

医
学
部
と
の
間
を
行
き
来
し
て
研
修
す
る
こ
と
で
、

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
専
門
医
を
増
や
し
た
い
と
宮

地
企
業
長
は
発
言
さ
れ
る
。

　

医
療
提
供
の
状
況
は
ど
う
か
。
２
０
１
８
年
度
１

年
間
の
救
急
の
患
者
数
は
２
万
５
５
０
人
、
救
急
車

で
の
搬
送
患
者
数
が
６
２
２
８
人
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
中
東
遠
医
療
圏
に
あ
る
五
つ
の
自
治
体
病

院
の
中
で
一
番
多
い
受
け
入
れ
数
で
あ
り
、
静
岡
県

内
自
治
体
病
院
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て

い
る
。
２
０
１
５
年
８
月
に
は
県
内
10
番
目
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

医
療
提
供
体
制
の
指
標
と
な
る
、
２
０
１
９
年
度

の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
調
整
係
数
Ⅱ
（
注

１
）は
０
・
１
３
３
２
で
、
標
準

病
院
群（
旧
Ⅲ
群
：
注
２
）で
全

国
１
４
９
０
病
院
の
う
ち
37
番
目
で
、
静
岡
県
の
病

院
の
中
で
は
２
年
連
続
１
番
と
な
っ
て
い
る
。

　

経
営
的
に
は
開
院
６
年
目
に
し
て
初
の
経
常
収
支

黒
字
化
を
達
成
し
た
。
初
期
投
資
の
減
価
償
却
費
が

多
額
に
費
用
計
上
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
極
め
て
順

調
で
あ
る
。
自
治
体
病
院
の
改
革
と
地
域
医
療
再
生

を
両
立
、
具
現
化
し
た
モ
デ
ル
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
７
月
現
在
の
中
東
遠
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
職
員
数
は
常
勤
職
員
８
８
５
人
、

非
常
勤
を
合
わ
せ
る
と
１
１
５
６
人
に
達
す
る
。
医

療
提
供
に
加
え
て
地
域
の
重
要
な
雇
用
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

地
域
を
支
え
る
病
院
に

　

病
院
統
合
か
ら
６
年
を
経
過
し
、
中
東
遠
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
は
確
実
に
成
長
し
て
い
る
。
仮
定
の
話

で
あ
る
が
、
統
合
へ
の
反
対
運
動
に
よ
り
二
つ
の
市

立
病
院
が
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
れ
ば
ど
う
な
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
医
師
は
勤
務
せ
ず
、
救
急

な
ど
の
医
療
も
十
分
に
提
供
で
き
て
い
な
か
っ
た
と

思
う
。
運
営
委
員
会
の
席
で
、
あ
る
市
長
さ
ん
が「
わ

れ
わ
れ
は
医
師
不
足
の
時
に
本
当
に
病
院
運
営
に
苦

労
し
た
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
病
院
の
経
営
は
し
っ

か
り
し
て
ほ
し
い
が
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
救
急
な
ど

地
域
に
必
要
な
医
療
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
」
と
い
う
旨
の
発
言
を

さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
だ
ま
だ
成
長

の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
中
東
遠
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

注
１
：�

厚
生
労
働
省
が
医
療
機
関
ご
と
の
診
療
実
績
を
基
に
、

医
療
機
能
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
や
地
域
医
療
へ
の

貢
献
を
評
価
し
た
係
数
。
係
数
が
大
き
い
ほ
ど
診
療

報
酬
が
高
く
な
り
、
経
営
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

働
く
と
と
も
に
、
高
度
な
医
療
機
能
を
有
す
る
病
院

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

注
２
：�

こ
の
ほ
か
Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
大
学
病
院
並
み
の
機
能
を
有

す
る
特
定
病
院
群
（
旧
Ⅱ
群
）
が
１
５
９
病
院
あ
る
。

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
も
、
特
定
病
院
群
入
り

を
目
指
し
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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図表1 中東遠総合医療センター医師数

診療科 開院時点 R1.7時点
総合内科 2 2
糖尿病・内分泌内科 2 2
腎臓内科 3 5
血液内科 2 0
神経内科 2 2
呼吸器内科 2 5
消化器内科 5 4
循環器内科 7 10
外科 8 9
人工透析外科 1 0
整形外科 9 7
脳神経外科 6 5
小児科 5 7
産婦人科 3 6
泌尿器科 3 3
皮膚科 2 3
眼科 3 5
耳鼻いんこう科 2 4
放射線診断科・IVR 2 3
腫瘍放射線科 1 1
麻酔科 5 8
歯科口腔外科 3 3
病理診断科 1 1
臨床検査科 0 1
救急科 4 3
臨床研修センター 0 2
人間ドック健診センター 2 4
2年目研修医 3 12
1年目研修医 5 16
1年目研修歯科医 0 1

合計 93 134


